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島袋道浩《二度起こること―象の話し》
（北九州市、2001年）の15年後
花 田 伸 一
15 years after SHIMABUKU “Some Things Happen Twice:
The Story of the Elephant” (Kitakyushu City, Japan, 2001)
Shin-ichi HANADA
要 旨
筆者が学芸員として企画開催した美術展『6th 北九州ビエンナーレ～ことのはじまり』（北九州市
立美術館、2001年）にて島袋道浩（美術家／1969年生）が発表したアート・プロジェクト《二度起こ
ること―象の話し》について、2016年以降の展開に関する報告。
同プロジェクトは、1728年ベトナムの白象2頭が日本に運ばれ、翌1729年に長崎の出島から江戸ま
で歩いて移動したという史実に基づく。会期中、島袋は展示室内で原寸大の白象を公開制作し、白象
とともに市内の白象ゆかりの場所を訪ねた。
以降、白象は企画展『島袋道浩展―帰ってきたタコ』（神戸アートビレッジセンター、2001年）、企
画展『福岡市・北九州市連携事業 第2回芸術・文化交流展 福・北美術往来』（福岡市美術館・北九
州市立美術館、2003年）、常設展『藤浩志＋島袋道浩「ヤセ犬と白い象の行方」展』（北九州市立美術
館、2003年）に出品。
その後、2016年に北九州市黒崎地区の熊手銀天街、佐賀市内の佐賀大学から願正寺にかけての長崎
街道ルート、2017年に北九州市八幡東区の筑豊商店街での美術展『槻田アンデパンダン―私たちのス
クラップ＆ビルド展』にて公開された。
島袋は同プロジェクトに「二度起こること」との題を付している。同プロジェクトを読み解くにあ
たっては、「二度起こる」つまり「繰り返し起こる」事象を支える我々の変わらない心性について注
意深く省察する必要があるだろう。
■島袋道浩《二度起こること―象の話し》の経緯
島袋道浩（美術家／1969年生）によるアート・プロジェクト《二度起こること―象の話し》は美術展『6th
北九州ビエンナーレ～ことのはじまり』［1］にて発表された。同展は当時、北九州市立美術館に学芸員とし
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て勤務していた筆者による企画。
このプロジェクトは、1728（享保13）年、江戸幕府八代将軍徳川吉宗に献上するべく、中国の商人によっ
てベトナムの白象2頭が日本に運ばれ、翌1729年に長崎の出島から江戸まで歩いて移動したという史実に
基づいている。北九州市でも長崎街道に沿って白象が通ったときの様子が当時の史料に記されている。
島袋は展覧会開催の約3ヵ月前の2000年11月末、北九州市の公民館や小学校を訪問しながら北九州にま
つわる昔話・面白い話・美しい話などを地域住民に尋ねてまわり、数々挙がってきた中から上述の白象を
めぐるアート・プロジェクトに取り組むこととなった。
展覧会の会期中、島袋は展示室内で観客の協力も得ながら木と紙を用いて原寸大の白象を公開制作した。
約2週間で完成させた後、白象とともに市内の白象ゆかりの場所を訪ね、散歩をしながら地域住民から様々
な反応を得た。詳細は同展の図録を参照されたい。
その後、島袋の白象は北九州市立美術館に寄託され、企画展『島袋道浩展―帰ってきたタコ』［2］、企画
展『福岡市・北九州市連携事業 第2回芸術・文化交流展 福・北美術往来』［3］、常設展『藤浩志＋島袋道
浩「ヤセ犬と白い象の行方」展』［4］に出品された後、北九州市立美術館の収蔵庫で次なる公開の機会を待っ
た。その機会は2016年に訪れた。
■北九州市黒崎地区での展開（2016年）
北九州市立美術館が2015年から2017年にかけて収蔵庫を含めた大規模な全館改修工事を行うこととなり、
それに伴い収蔵スペース調整の必要が生じ、2015年度までに全収蔵作品が改めて確認・見直しされること
となった。寄託作品は基本的には寄託者へ返却する、あるいは寄贈してもらう等の方向性で調整され、島
袋の白象に関しては当時フリーランスのキュレーターであった筆者に相談が来た。美術館職員の伝手で北
九州市八幡西区役所を通じて北九州市黒崎地区の商店街に白象の預け先となりそうな候補があるとのこと。
黒崎地区は2001年にも白象を散歩させた地区である。
筆者が現地を下見して現地の展示・保管状況や先方の意向を確認し、当時ベルリン在住の島袋とも相談
した上で、白象は黒崎地区の熊手銀天街に新しく設けられたばかりの休憩スペース「熊手劇場」のオーナー
の元に一時的に預けることとした。白象は2016年2月22日（月）に北九州市立美術館から黒崎へ運ばれ「熊
手劇場」横に展示された。同年3月5日（土）に黒崎地区の商店街全体のイベント「黒崎宿春のランタン
祭り」が開催され、そこでも引き続き白象を展示するとともに、関連イベントとして筆者によるトーク「島
袋道浩《二度起こること―象の話し》の話し」を行った。しかしながら白象を商店街に預けるのは美術館
改修工事にあわせての一時的な措置であり、展示や保管の状況を考えると次の預け先を急ぎ探す必要が
あった。
■佐賀市での展開（2016年）
その後、筆者は2016年4月より佐賀大学に職を得て北九州から佐賀へ居を移し、そこで佐賀市内を長崎
街道が横切っていること、そして享保期の白象に関する記述が当時の藩の史料に見られることを知った。
伝手を辿り島袋の白象の預け先を当たったところ、縁あって佐賀市内の長崎街道沿いに1600（慶長5）年
に建立された願正寺が相談に乗ってくれた。
時宜を得て、筆者の所属する佐賀大学芸術地域デザイン学部にて高校生向けのキュレーター体験連続講
座が開催されることになり、その初回を筆者が担当し、「佐賀の歴史と現代アート～島袋さんの白象と散
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歩しよう！」と題したプログラムを企画した。その開催に向けて2016年7月13日（水）に黒崎・熊手銀天
街から佐賀大学へ島袋の白象が運ばれた。
同年7月17日（日）、講師として島袋をベルリンから招聘し、佐賀大学にて高校生向けに自身の美術活
動についてレクチャーしてもらった後、受講者とともに白象を連れて佐賀大学から願正寺まで長崎街道を
経由しながら約1時間かけて歩いて移動した。白象はそのまま願正寺に預けられた。
高校生対象のプログラムであったが、同年4月に新設された佐賀大学芸術地域デザイン学部新入生も参
加し、彼らにとっても初めて地域でのアート・プロジェクトの一端を体験する機会となった。
■北九州市槻田地区での展開（2017年）
その翌年2017年8月に筆者は北九州市八幡東区茶屋町の筑豊商店街にて美術展『槻田アンデパンダン―
私たちのスクラップ＆ビルド展』［5］を企画開催することとなり、その会期中8月19日（土）に筆者による
トーク「白象の話し」および「白象さんぽ」を行った。同商店街が長崎街道沿いに位置していることをふ
まえ、同じく長崎街道沿いにあるアートスペース「Operation Table」までの約800メートルを一般の参加
者とともに白象と散歩したもの。その後、白象は再び佐賀市の願正寺本堂に保管され、次なる公開の機会
を待っている。
■何が「二度起こる」のか
島袋は北九州市にて2001年に発表したこのプロジェクトに「二度起こること」という題を付している。
単純には1729年と2001年の二度起こったということだが、なぜそれは二度起こったのか。島袋はなぜ享保
期の事象を平成期に改めて取り上げたのか。
「二度起こること」とはつまり「繰り返し起こること」である。実際、島袋が2001年に北九州で白象を
作る6年前の1995年にも黒崎地区の藤田銀天街にて同じく原寸大の白象が作られており今でも頻繁に活用
されているし、さらに北九州に限らず、享保期に白象が通った街道沿いの各地域で多様な白象イベントが
現在も頻繁に行われている［6］。一度きりではなく何度も起こるということは、そこに何らかの普遍性を見
いだせるに違いない。動物への親しみ、巨大なものへの憧憬、珍しいものへの関心、非日常的な出来事へ
の期待など、享保期の白象のエピソードは我々人間が普遍的に抱くであろう願望を満たしてくれるからこ
そ、時代や地域を問わず何度でも繰り返される。
「二度起こること」と題されたアート・プロジェクトを読み解くにあたり、我々はその繰り返し起こる
事象を支える我々の変わらない心性について思いをめぐらせる必要があるだろう。島袋の「二度起こるこ
と―象の話し」に登場する白象を「White Elephant」と英語で読みかえてみるとき、そこにはあるメタファー
が見え隠れしはじめる。享保期に白象をめぐって起こったことは、歴史上、人間が営む社会のいたるとこ
ろで繰り返し見受けられるのである。しかしながらその点についての考察は後の批評に譲りたい。このプ
ロジェクトは今なお現在進行形なのであり、後日譚を語る段階にはまだない。
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註：
1 『6th 北九州ビエンナーレ～ことのはじまり』、企画：花田伸一、北九州市立美術館、2001年3月3日～3月25日。他の
出品作家に川俣正、中ザワヒデキ、SECOND PLANET。
2 『島袋道浩展―帰ってきたタコ』、企画：木ノ下智恵子、神戸アートビレッジセンター、2001年6月2日～6月24日。
3 『福岡市・北九州市連携事業第2回芸術・文化交流展福・北美術往来』、企画：山口洋三・花田伸一、福岡市美術館・北九
州市立美術館、2003年1月2日～2月2日。藤浩志はじめ福岡市・北九州市在住の美術家33名が参加。
4 『藤浩志＋島袋道浩「ヤセ犬と白い象の行方」展』、企画：花田伸一、北九州市立美術館、2003年4月8日～5月18日。前
項の『福・北美術往来』展に関連して藤浩志と島袋道浩がそれぞれの動物作品「ヤセ犬」と「白象」を交換して行ったプロ
ジェクトのドキュメント展示。
5 『槻田アンデパンダン―私たちのスクラップ＆ビルド展』、企画：花田伸一、筑豊商店街（北九州市）、2017年8月5日～
8月26日。
6 一例として、2016年3月19日～21日に藤田銀天街制作の白象が福岡県飯塚市の東町商店街にて展示された。また北九州市
内で2008年にボランティア演劇グループ「はくぞう座」が結成され、享保期の白象をめぐって描かれた橋本賢作の絵本『将
軍さまと白象くん』（デザイン BOX、2004年）を原作とした創作劇『白象くんがやって来た』を各地で上演しつづけ現在に
至る。
■イベント記録
○「黒崎宿春のランタン祭」関連イベント白象トーク
事業名：「島袋道浩《二度起こること―象の話し》の話し」
講師：花田伸一（キュレーター／元北九州市立美術館学芸員）
日時：2016年3月5日（土）14～15時
会場：熊手劇場［黒崎・熊手通り休憩スペース］：北九州市八幡西区熊手1－2
対象：一般
参加無料
参加者：10名
主催：熊手劇場
○高校生向けプログラム「来てみんしゃい！佐賀大学へ」キュレーター体験講座1
事業名：「佐賀の歴史と現代アート～島袋さんの白象と散歩しよう！」
日時：2016年7月17日（日）13：00～15：00
会場：佐賀大学本庄キャンパス教養教育大講義室～願正寺
対象：学芸員や美術に興味のある高校生
参加無料
主催：佐賀大学
協力：願正寺、サガテレビ、CASASAGA
参加者：46名
スケジュール：
13：00～14：00 島袋道浩トーク「高大生に伝えたい現代アートの最前線」於．佐賀大学大講義室
14：00～15：00頃 白象と市内散歩：佐賀大学から願正寺まで長崎街道を中心に移動
15：00頃 願正寺にて解散
講師：
島袋道浩（美術家／ベルリン在住）
山下宗利（芸術地域デザイン学部教授：フィールドデザイン）
花田伸一（芸術地域デザイン学部准教授：キュレーション）
○美術展『槻田アンデパンダン―私たちのスクラップ＆ビルド展』関連イベント
事業名：「トーク：花田伸一「白象の話し」」「パフォーマンス：笛田ちひろ＋白象さんぽ」
日時：2017年8月19日（土）13：00～14：00（トーク）、14：30～15：00（パフォーマンス）
会場：筑豊商店街～Operation Table
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対象：一般
参加無料
主催：槻田小学校おやじの会 OB、筑豊商店街
協力：八万湯プロジェクト、Operation Table、宝海山願正寺
企画：花田伸一（キュレーター／槻田小学校おやじの会 OB）
参加者：トーク30名 白象さんぽ20名
スケジュール（開催時）：
13：00～14：00 トーク：花田伸一「白象の話し」於．筑豊商店街
14：30～15：00 パフォーマンス：笛田ちひろ＋白象さんぽ（筑豊商店街～Operation Table）
■マスメディア記録
・西日本新聞［八幡西版］2016年3月2日（水）「紙の白象商店街に登場 旧長崎街道沿いの熊手銀天街 「献上の史実知っ
て」」（中原岳）
・毎日新聞［北九州版］2016年3月16日（水）「熊手銀天街に“白象” 長崎街道経て、将軍に献上」（前田敏郎）
・佐賀新聞 2016年7月8日（金）「佐賀大で学芸員“体験”講座 全3回、参加無料」
・佐賀新聞 2016年7月18日（月）「佐賀大で学芸員体験講座 美術家の視点に刺激 島袋さん制作、白象オブジェ長崎街道
練り歩く」
・サガテレビ 2016年7月17日（日）17：30～『FNN·SAGATV みんなのニュース』「島袋さんと美術から地域の歴史を考える」
・長崎新聞 2017年9月3日（日）「芸術ウェーブ61 日常に介入するアート 槻田アンデパンダン」（親和アートギャラリー
学芸員 藤松綾子）
■参考文献
・『6th 北九州ビエンナーレ～ことのはじまり』、北九州市立美術館、2001年
・『見えないところに行けるけど、見えてるところになかなか行けない 島袋道浩 SHIMABUKU 2001』、神戸アートビレッジ
センター、2001年
・『福岡市・北九州市連携事業 第2回芸術・文化交流展 福・北美術往来 展示記録』、福岡市美術館・北九州市立美術館、2003
年
・『槻田アンデパンダン―私たちのスクラップ＆ビルド展』、槻田小学校おやじの会 OB、2018年
島袋道浩《二度起こること―象の話し》（北九州市、2001年）の15年後 5
■参考図版（撮影：全て筆者）
○北九州市内（2001年） ○北九州市黒埼地区（2016年）
2001年3月11日（日）
北九州市立美術館企画展示室1
2016年3月5日（土）
北九州市黒崎地区熊手銀天街
2001年3月21日（水）
北九州市黒崎地区藤田銀天街
2016年3月5日（土）
北九州市黒崎地区熊手銀天街
2001年3月22日（木）
北九州市小倉北区常盤橋
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○佐賀市（2016年）
2016年7月17日（日）
佐賀大学本庄キャンパス教養教育大講義室
2016年7月17日（日）
佐賀市白山一丁目交差点
2016年7月17日（日）
佐賀大学本庄キャンパス
2016年7月17日（日）
佐賀市エスプラッツ前
2016年7月17日（日）
佐賀市伊勢神宮前
2016年7月17日（日）
佐賀市願正寺
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○北九州市槻田地区（2017年）
2017年8月19日（土）
北九州市槻田地区筑豊商店街
2017年8月19日（土）
北九州市槻田地区サンキュードラッグ前
2017年8月19日（土）
北九州市槻田地区筑豊商店街
2017年8月19日（土）
北九州市槻田地区竹下町交差点
2017年8月19日（土）
北九州市槻田地区筑豊商店街
2017年8月19日（土）
北九州市槻田地区 Operation Table 前
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